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　　　　　　⌒ごアシンのL-7スコμ－ビン酸分解によるペア与^■'±成にっいて
　　　　　　広島文教L誓　守康則　　福山女子短人0加釆内三千子

　ｇ的:L-7 スコ･Lビン酸（＼-ヽﾉsA）に<i る酵素;x 応の阻害や賦活については種々の報

丈がみられる。Orrヽ（n&t）（まL一心/≫ によI) カタラーゼ｀遠性が｀阻害され透訴十生の低分子

フラク゛メントの生成を，稲垣ら(|竹･）は卵自ア,しブミソのl-As八による恰分チフ-7 グ

メントの生成を報じている。守も前報にあヽいてpepsin丿刮左がL-んAのフリーラジカル

生成系により著しく阻害v?れうごとき報告しH:。本報におヽいてはL-As八t: i i> p叩s瓦

の阻害猶ヽ俵を知ら目的tヽらL-AiAのフりーラ■J 71 )L生成系郊理によるP*ぞs泌タン白質

の変化にっいて検討し･μ。
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